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「
ば
ん
ざ
ー
い
！
」

「
本
当
に
よ
か
っ
た
ね
！
」

古
室
山
古
墳
の
後
円
部
墳
頂
に
多
く
の
人

が
集
ま
り
、
歓
喜
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。
手

に
持
っ
た
横
断
幕
に
は
、「
祝
　
百
舌
鳥
・
古

市
古
墳
群
世
界
文
化
遺
産
登
録
決
定
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
（
2
0
1
9
）
年

7
月
6
日
、
古
市
古
墳
群
が
百
舌
鳥
古
墳
群

と
と
も
に
世
界
遺
産
に
な
っ
た
瞬
間
で
す
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
百
舌
鳥
・
古
市

古
墳
群
は
、
大
切
に
保
存
し
、
よ
り
多
く
の

人
々
に
価
値
と
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
、
多
彩
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

月
日
は
流
れ
、
今
年
は
、
世
界
遺
産
登
録

5
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
さ
れ
て

お
り
、
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

百舌鳥・古市古墳群
世界遺産登録５周年！

▲空から見た古市古墳群（北西より）

１　世界遺産への道

　
今
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
世
界
遺
産
百

舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
誕
生
ま
で
の
道
の
り
を

振
り
返
り
、
あ
ら
た
め
て
、
世
界
遺
産
と

し
て
の
価
値
と
魅
力
を
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
藤
井
寺
市
が
、
大
阪
府
・
堺
市
・
羽
曳
野

市
と
と
も
に
、
文
化
庁
に「
百
舌
鳥
・
古
市

古
墳
群
」
を
世
界
遺
産
に
登
録
し
た
い
と

提
案
し
た
の
は
、
平
成
19（
2
0
0
7
）年

9
月
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
藤
井
寺
市

に
も
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
が
設
け
ら
れ
、

世
界
遺
産
登
録
へ
の
機
運
は
高
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　
ユ
ネ
ス
コ（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機

関
）に
よ
る
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
へ
の
記

載
を
経
て
、
平
成
29（
2
0
1
7
）年
に
は
、

百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
を
2
年
後
の
世
界
文

化
遺
産
候
補
と
し
て
、
日
本
が
ユ
ネ
ス
コ

に
推
薦
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
30（
2
0
1
8
）年
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ

の
諮
問
機
関
で
あ
る
イ
コ
モ
ス（
国
際
記
念

物
遺
跡
会
議
）の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
百
舌

鳥・
古
市
古
墳
群
の
現
地
視
察
が
あ
り
ま
し

た
。
9
月
の
残
暑
厳
し
い
時
期
で
し
た
が
、

数
日
に
わ
た
り
、
文
化
庁
の
調
査
官
を
は

じ
め
、
府
市
の
担
当
者
が
同
行
し
ま
し
た
。

イ
コ
モ
ス
に
対
し
て
、
百
舌
鳥・
古
市
古
墳

群
が
世
界
遺
産
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ

る
こ
と
を
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
丁
寧
に
説

明
を
行
い
な
が
ら
各
古
墳
を
巡
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
令
和
元（
2
0
1
9
）年
、
イ

コ
モ
ス
は
ユ
ネ
ス
コ
に
対
し
て
、「
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
」
が
世
界
遺
産
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
と
の
勧
告
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
7
月
6
日
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
共
和
国
の
バ
ク
ー
で
開
か
れ
た
、
第

43
回
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
で
、「
百

舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
」
を
世
界
遺
産
に
登
録

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
百
舌
鳥
・

古
市
古
墳
群
」
が
世
界
遺
産
に
な
る
ま
で
、

実
に
12
年
も
の
歳
月
が
必
要
で
し
た
。
こ

の
間
、
多
く
の
人
々
が
一
緒
に
な
っ
て
登

録
へ
の
機
運
を
推
し
進
め
て
き
た
の
で
す
。

（
文
化
財
保
護
課
　
新
開
　
義
夫
）


